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１．薬剤師としての使命
薬剤師に求められる社会的責任を自覚すると共に、医療人としての倫理観を持ち、薬剤師の義務および法令を遵守し、
人々の生命・健康・安全を守る使命感を持って行動できる。

２．コミュニケーション能力
円滑な人間関係を構築し、的確な情報の伝達および収集ができるコミュニケーション能力を有する。

３．チーム医療
医療に携わる多職種の役割を理解・尊重し、薬剤師の専門性を生かし、患者にとっての最善の結果を実現するように
考えて行動する能力を有する。

４．基礎的な科学力
医薬品・化学物質等の特性を理解し、生態および環境に対する影響を理解するために必要となる基礎的な知識と科学
的思考を有する。

５．薬物療法における実践能力
患者の病態に基づいた薬物療法を、科学的根拠を考慮したうえで総合的に評価し、適切な調剤、服薬指導、処方設計
の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

６．地域の保健・医療への貢献
地域の保健医療の担い手の一員として、プライマリケア、セルフメディケーション等を通じ、人々の健康増進、公衆衛生
の向上に貢献する能力を有する。

７．研究への取り組み
薬剤師として個々の業務を遂行する中で、多角的な視点から様々な問題や課題を解析し、その解決のための研究を遂
行する意欲と解決能力を有する。

８．自己研鑽と教育能力
薬剤師として社会から求められる要求に応えるために、医療と医薬品の進歩に関する情報や社会的動向を把握し、生
涯にわたり自己研鑽を続けると共に、次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。
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